
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。

※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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東証REIT指数 1,869.20 ▲0.36% ▲1.03% ▲5.53% ▲2.45%

＜ご参考＞
TOPIX（東証株価指数）

2,300.36 3.42% 8.14% 17.95%

国内リート見通し

マーケットの動き（2023年6月12日～6月16日） 東証REIT指数、TOPIXの推移
（期間：2022年5月31日～2023年6月16日）

情報提供資料
2023年6月19日

2023年上期にビルの大量供給を控えるものの、出社率の回復などを背景にオフィス
需要に底打ちの兆しがみられるほか、国内外の人流の戻りによってホテルや商業施
設、住宅の需要および賃料の回復が期待されます。現在、国内リートは割安な水準に
あるとみており、オフィスセクターを中心に戻りを試す展開になると予想します。 国内各種資産利回り

2023年6月16日時点

23.16%

投資環境見通し（2023年6月）

騰落率

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
6月16日

国内リート市場は、緩やかな回復基調を辿ると予想

先週の国内リート市場は、前週末比で下落しました。
日米欧の金融政策決定会合を前に市場が様子見姿勢を示す中、国内リートは週初から売られました。
16日の日銀金融政策決定会合では大規模金融緩和を維持するとの見方が強く、長期金利が低下する
と国内リートの投資妙味が意識されたほか、国内株式の上昇や円安の進行も支援材料となり、下落幅
を縮めて週を終えました。
セクター別では、住宅セクターが上昇した一方、オフィスセクターや商業・物流等セクターが下落し
ました。
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